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質
問
 

　
湯
沢
を
訪
れ
る
観
光
客
数
は

30
年
前
に
、
人
口
も
40
年
前
の
ベ
ー

ス
に
戻
り
、
観
光
客
の
減
少
に
 

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、
新
し

い
観
光
施
設
と
し
て
展
開
さ
れ

た
湯
沢
駅
の
駅
中
開
発
は
、
駅

利
用
者
だ
け
で
は
な
く
湯
沢
を

訪
れ
た
観
光
客
の
拠
点
と
な
り
、

ま
さ
に
「
駅
栄
え
て
、
地
域
滅
 

び
る
」
と
い
う
現
象
も
出
始
め
 

て
い
る
。
駅
中
開
発
の
展
開
が
 

地
域
と
の
共
存
共
栄
で
あ
る
な

ら
ば
、
観
光
客
が
駅
か
ら
町
な
か

に
足
を
伸
ば
す
二
次
交
通
を
含

め
た
シ
ス
テ
ム
の
展
開
を
J
R
に

求
め
、
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。 

　
既
に
、
旅
館
組
合
で
は
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
導
入
し
て
、

着
地
型
観
光
へ
の
社
会
実
験
を
行
っ

て
い
る
が
、
こ
の
事
業
の
大
規
模

な
展
開
は
、
多
額
の
経
費
を
要
し
、

地
域
の
団
体
等
の
独
自
の
対
応

に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
事
業
を
、

J
R
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
や
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
観
光
客
が

自
然
の
風
を
受
け
て
湯
沢
を
楽

し
む
こ
と
を
、
新
た
な
観
光
メ
ニュ
ー

と
し
て
提
供
で
き
、
駅
か
ら
人
が

外
に
出
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
導
入
ビ
ジ
ネ
ス
を
J
R
に

求
め
、
湯
沢
の
活
性
化
を
図
る

提
案
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
J
R
で
は
、
地
域
と
一
緒
に
知

恵
を
絞
る
「
共
創
」
を
基
本
と

し
て
、本
社
に
地
域
活
性
化
グ
ル
ー

プ
を
設
け
、
何
度
も
湯
沢
に
足

を
運
び
、
地
元
の
人
々
の
意
見
を

聞
き
、
湯
沢
の
た
め
に
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。 

私
自
身
も
東
口
の
皆
さ
ん
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
い
て
き
た
の

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス

は
な
く
な
っ
た
と
思
う
。
機
動
力

の
あ
る
電
動
自
転
車
導
入
ビ
ジ

ネ
ス
を
、
今
後
J
R
に
提
案
し
て

行
く
。 

  　
質
問
 

　
地
域
活
性
化
事
業
補
助
金
等

の
募
集
が
行
わ
れ
た
が
、い
ず
れ

も
観
光
事
業
推
進
の
た
め
の
支

援
策
で
あ
り
、
農
業
振
興
に
対

す
る
町
独
自
の
支
援
策
が
見
え

て
こ
な
い
。
選
挙
公
約
や
施
政

方
針
実
現
の
た
め
に
、
地
消
地

産
を
担
う
農
業
等
に
対
す
る
町

独
自
の
振
興
策
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
取
り
込
む
の
か
伺
い
た
い
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
湯
沢
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新
米
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
、
今
年
5
年
目
を
迎

え
、
昨
年
は
、
地
消
地
産
推
進

会
議
を
立
ち
上
げ
た
。
生
産
者

は
大
手
ホ
テ
ル
か
ら
大
量
な
注

文
を
貰
い
、
嬉
し
い
悲
鳴
を
上
げ

て
い
る
。
地
域
活
性
化
補
助
金
 

は
見
直
し
を
課
長
に
指
示
し
て

い
る
。 

  　
質
問
 

　
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
方
針

を
受
け
、
定
年
前
に
多
く
の
幹

部
職
員
が
早
期
退
職
し
、
組
織

の
活
性
化
の
た
め
、
後
進
に
道
を

譲
っ
た
。
人
員
削
減
が
急
激
に
進

み
、
退
職
者
の
活
用
を
安
易
に

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、こ

の
制
度
の
活
用
は
、
新
し
い
人
材

が
育
ち
、
組
織
に
活
性
化
が
生
 

ま
れ
る
弊
害
に
な
る
。
職
員
の
 

政
策
能
力
育
成
の
た
め
に
投
じ

た
5
年
間
の
研
修
費
は
何
だ
っ

た
の
か
。
新
卒
者
の
3
人
に
1
 

人
が
職
に
就
け
な
い
社
会
状
況

を
踏
ま
え
、
町
が
率
先
し
て
新
し

い
人
材
を
求
め
る
こ
と
が
、
町
の

人
口
増
に
も
繋
が
る
こ
と
と
な
る
。 

　
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
条
例
制

定
後
、
初
め
て
定
年
退
職
者
に

対
す
る
再
任
用
制
度
が
活
用
さ

れ
る
の
か
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
職
員
数
が
1
5
2
人
ま
で
減

少
し
、
業
務
の
多
様
化
が
進
み

大
変
に
な
っ
て
い
る
。
定
年
退
職

者
の
再
任
用
は
、
三
俣
地
域
振

興
対
策
推
進
の
た
め
、
今
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
、
蓄
積
し
た
ノ
 

ウ
ハ
ウ
を
後
進
に
継
承
し
指
導
し

て
も
ら
う
た
め
に
1
年
単
位
で

再
雇
用
し
た
。
行
政
を
停
滞
さ

せ
な
い
た
め
、
緊
急
避
難
的
に
必

要
な
も
の
で
あ
る
。 

  　
質
問
 

　
冬
季
ス
キ
ー
産
業
が
低
迷
す

る
中
、
夏
場
の
学
生
合
宿
に
活

路
を
求
め
る
民
宿
経
営
者
に
と
っ

て
、
陸
上
関
係
合
宿
は
施
設
が

効
率
的
に
使
わ
れ
人
気
が
あ
る
。 

陸
上
合
宿
誘
致
の
地
域
間
競
争

に
お
け
る
決
め
手
は
公
認
グ
ラ
ン

ド
で
合
宿
の
仕
上
げ
と
、
記
録

会
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。 

　
夏
季
合
宿
誘
致
の
た
め
、
早

急
に
陸
上
競
技
場
公
認
取
得
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。 

 　
町
長
答
弁
 

　
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
第

3
種
公
認
は
全
天
候
型
の
補
修

工
事
が
必
要
に
な
り
、
多
額
の

経
費
が
か
か
り
現
状
で
は
難
し
い
。

現
状
を
踏
ま
え
て
第
4
種
公
認

を
検
討
し
た
い
。 


